
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

「誰一人取り残さないための学力向
上に向けたアクションプラン」の実
施・充実

算数ベーシックドリル診断テスト正
答率70％以上
国、区の学力調査におけるＣＤ層
36.5％以下

100% 90% A
全国学力調査(６年)における本校児
童のCD層の割合は国語33.9％算数
32.1％であった。

A A

区の学力調査における6年のCD層の割合
は、国語37.8％、算数39.6％。4・5・
6年ともに昨年度比で国語・算数のD層が
減少。国語のA層が大きく増加。

A
D層が減少し、A層の児童が増加する
ことは理想的だと思う。日々の丁寧
な授業づくりの成果だと思う。

よむYOMUワークシートや
校内研究の成果の実践を進
め、国語の読解力の伸びを
他教科にも活かしていく。

「伝え合って考えを深めることがで
きる児童の育成」を目指す。系統的
な指導、話型の提示。

「学級の友達との間で話し合う活動を通
じて、自分の考えを深めたり新たな考え
方に気付いたりすることができている」
の肯定的回答８０％以上。

75% 100% B
校内研究を現在まで２回実施。話型
を掲示したり、伝え合いの活動を意
識した授業実践を重ねている。

B A

「学級の友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり新たな考え方に気
付いたりすることができている」の肯定的回
答が85％だった。校内研究の成果が出た。

A

コミュニケーションを身に付ける大切な時期
だと思うので、友達と意見を交わしながら考
えを深められるのはとても良い。対話によっ
て新しい発見ができる喜びを味わわせてほし
い。

引き続き校内研究を国語
で実施し、協働的な学び
を通して表現力を育む授
業改善に取り組む。

全学年で12時間を本を活用した調べ学習
に設定し、探究的な学習を行い、「本を
活用した調べる学習コンクール」へ応募
する。

「本を活用した調べる学習コンクー
ル」参加率100％

100% 100% A

「本を活用した調べる学習コンクー
ル」に参加することで、学年に応じ
て本を活用して調べる学習に親しむ
ことができた。

A A

「本を活用した調べる学習コンクール」
に取り組むことで、ただ読むだけでなく
物事を知るために本を活用できることを
体験的に理解する機会になった。

A

様々な資料に触れ、読み比べたりしなが
ら興味を深められると良い。本を使って
調べる経験を通して知る楽しさを味わう
児童が増えることを願っている。

次年度は、教科横断的な
学習や総合的な学習の時
間の探究的活動にも取り
組む。

・「江戸川っ子なわ跳び出前授業」
の実施
・アスリートを招いての出前授業の
実施

「運動することが楽しいですか？」
に対する肯定的評価８０％以上

90% 85% A

「運動が好きですか」に対する肯定
的な回答は約95％。アスリートを招
いての出前授業を全学年で実施し
た。

A B

「運動が好きですか」に対する肯定的な
回答が約95％、一方、「校庭ではよく運
動しましたか」の質問には74％だった。
外遊びの日常化が課題。

A

積極的に運動をすることで楽しさを
感じてほしい。運動が苦手な子も楽
しい気持ちで取り組めるような体験
を積んで行けると良いと思う。

休み時間に日常的に取り
組める運動の場を、校庭
や体育館に設置するなど
の工夫を継続していく。

・年３回のなわとびウィークの確実
な実施。
・校庭に体力向上のための取組が日
常的にできる器具等の設置。

「体力を高めようとしている」の肯
定的回答が80％以上。

100% 100% A
「体力を高めようとしている」の肯
定的回答が83%。

A A

85％の児童がなわとびウイークの活
動が「楽しかった」と回答した。３
学期には、体育の時間に持久走の取
組を全校で実施した。

A

なわとびや持久走など、楽しみながら体
を動かせるのはとても良い。運動能力が
低いと感じることがあるので遊びの中に
取り入れて体を動かしてほしい。

冬季の持久走の取組を今
後も継続する。

共
生

社
会
の

実
現

に
向
け
た

教
育

の
推
進

特別支援教育コーディネーターが中
心になり管理職、心理士、SC、巡回
指導教員の連携のもと、特別支援教
育を進める。

特別支援打合せを毎月１回実施す
る。
特別支援研修会を年３回実施する。

70% 85% B

特別支援打ち合わせを毎月実施し個
に応じた指導の充実を図っている。
特支コーディネーターを中心とした
連携が円滑に行われている。

B B
連携機関から講師を招いて特別支援
研修会を実施した。研修を通して職
員の意識を高めることができた。

B

児童にとっていろいろな方面からの
アドバイスはとても良い。情報の共
有は大事だと思うので教職員の連携
をさらに進めてほしい。安心して学
べる環境づくりが続いている。

特別支援コーディネー
ターを中心として、全児
童を全職員で支援する体
制を継続する。

いじめアンケートを実施し、早期発
見と早期解決を図る。

週に１回、全職員からの報告を行う。
各学期に１回いじめアンケートを行い、
いじめによる不登校を０にする。

100% 100% A

「いじめ対応研修」を実施し、早期
発見、早期解決に向けて情報の共有
や記録が適切に行えるように意識を
高めている。今後も継続する。

A A
年３回のアンケートをはじめとし
て、早期発見・対応に努めた。いじ
めによる不登校は０であった。

A

いじめによる不登校がなく、日頃から丁寧に
見守っていることが伝わる。ささいなことで
も担任に気付いてもらえるのは良い。放課後
の事案は学校側は大変だと思う。学校だけで
なく家庭とも連携して対応する必要があると
思う。

早期発見、早期対応をす
るための校内体制を今後
も全教職員で継続する。

L-Gateの児童の実態把握に基づいた
指導の推進

毎日の振り返りを担任が確認し、児
童の変化を見取り、早期発見につな
げる。

70% 70% B

毎日帰りの会などでL-Gateを通した
振り返りを行っている。今後も児童
の変化を見逃さないようにしてい
く。

B B

毎日の振り返りで児童のちょっとし
た変化に気付けるようになった。高
学年の児童で、入力を忘れてしまう
ことがあった。

B

毎日の振り返りで小さな変化にも気
付けている点が良い。
いじめはあってはならないので、大
事にならないように対応していただ
きたい。

毎日帰りの会に実施する
など時間を決めて、全員
が確実に入力できるよう
に習慣づける。

学校ホームページにて情報を発信
し、保護者、地域との連携を図る。

週１回以上、学校ホームページの更
新を行う。

100% 100% A

校務分掌や各学年の担当ごとに、学
校行事や学習の様子をホームページ
で発信することができた。（１学期
終了時69回更新）

A A
昨年度同様ホームページの更新を週
平均４回更新し、学校の様子を地域
や保護者に伝えることができた。

A

こまめな更新で学校の様子がよく伝わり、地
域とのつながりが深まっていると感じる。
HPの更新は大変だと思うが、学校の様子を伝
えるとてもいいツールをとして充実させてほ
しい。

学校ホームページの更新
を今後も継続してさらに
充実させていく。

学校公開時にアンケートを実施し、授業
改善につなげる。
学校評議員会で学校の取り組みへの評
価、検討を行う。

保護者アンケートの肯定的意見を８
０％以上にする。

100% 100% A
現在まで学校公開や運動会後のアン
ケートでは90％の肯定的意見をいた
だいている。

A A
保護者アンケートの全ての項目で、
肯定的意見が８０％以上であった。

A

保護者の肯定的な声が多く、学校への信
頼が伝わる。協力し合う関係が築かれて
いると感じる。今後もより良い学校の在
り方を考えていただきたい。

学校評議員や地域・保護
者の評価をもとに客観的
な視点からの改善に生か
す。

「学校における働き方改革プラン」
に基づき、学校業務の適正化を行
う。

月の時間外勤務が４５時間を超える
教員を０にする。

70% B
今後も「学校における働き方改革プ
ラン」に基づき、学校業務の適性化
を図っていく。

B B

月の時間外勤務が45時間超となった
教員がいた月は、4・5・6・10・
11・12月にあり、3～8名の人数
だった。

B

忙しい中でも工夫して取り組んでい
る様子が伝わる。教職員が無理なく
働ける環境づくりが進むことを願
う。

全職員のライフ・ワー
ク・バランス確立を目指
し業務改善や効率化を進
める。

地域と連携した「あいさつ標語コンクー
ル」に取り組み、意識を高める。
日頃から教職員が率先して挨拶を行い範
を示すことで児童の意識を高める。

あいさつ標語の作成に、全ての児童が参
加する。
児童アンケートで、「すすんで挨拶をす
ることができた」という肯定的な回答率
を８０％以上にする。

75% 100% B

全児童が「あいさつ標語コンクー
ル」に参加した。日頃からあいさつ
への意識が高まる取り組みを行って
いる。

B A

児童アンケートで、「すすんで挨拶をするこ
とができた」という肯定的な回答率は90％。
保護者アンケートで、「お子さんは、きちん
とあいさつをしていると思いますか」の質問
への肯定的な回答は83％であった。

B
昨今あいさつと危険が紙一重という
部分がある。子どもも戸惑っている
のではないか。

地域に根ざした人づくりのた
め、「あいさつ標語コンクー
ル」「街角ギャラリー」「ふる
さと小岩を見つめ未来へつな
ぐ」の取り組みを今後も継続・
発展させる。

３・４年生が農園での栽培活動を通して
豊かな心を育むとともに、地域の方々と
の繋がりに感謝する。

ふき農園での栽培活動等を通して、「栽
培や収穫の喜び」や「お世話になった地
域の皆様への感謝」を感じたという感想
をもった児童９０％以上

85% 100% B

秋の収穫に向けて継続して準備を進
めている。児童は悪天候でも学校の
活動に協力してくださる地域の方々
への感謝の気持ちをもっている。

B A
収穫した作物を調理し、学校応援団
の方々へ届けた。感謝の気持ちを児
童が直接届けることができた。

A

動植物を育てることは大変だが、楽しいと感
じてほしい。また、収穫を通して喜びや感謝
の気持ちを育ててほしい。地域の方との交流
が子どもたちの成長につながっているとうれ
しい。

土との触れ合いの経験や
地域の方々との交流の機
会を今後も大切にしてい
く。

前年度までの本校の
現状

・縦割り班活動や全校での行事等、子どもたち同士のかかわり合いを増やしたことで、豊かな心の教育の増進に繋がった。
・外部人材との協働学習を実施し、幅広い人材から学ぶことで、子どもたちの興味・関心を高めることができた。

・運動への意欲を向上させ、体力を高める取組を進めること。
・「誰一人取り残さない」授業改善を推進し、児童が自分の考えを表出する力を高めること。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度 「中間」

学校関係者評価(A～D)
「年度末」

学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた
改善案

コメント

令和７年度　江戸川区立東小岩学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
◎よく考える子
○思いやりのある子
○たくましい子

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

「夢や希望を育てる学び舎としての楽校」
・子ども自身の夢や希望、子どもにかける家庭や地域の夢や希望を育てる学校
・子どもにとって通うのが楽しい楽校（学校）
・「厳しく教え　温かく育てる」「信じて接し　愛して育てる」

体
力
向
上

体力の向上にアスリートの出前授業
は大変効果的であると思う。運動が
苦手な子も楽しさを体験できる。

競い合う場面も時には必要だと思
う。マラソンの取組を検討してはど
うか。

「運動意欲の向上」に
向けた取組の実施・充
実

個に応じた体力向上の
ための取り組みの実
施・充実

学
力
向
上

基礎学力を徹底させることは、将来
の学習に大いに役立つと思う。

タブレットを活用した学習が増える
中で、双方向の学びはとても大切だ
と思う。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

自分で本を探して、読んで調べる経
験は大切だと思います。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

授業改善の推進、学習
の基盤となる基礎・基
本の確実な習得、家庭
学習習慣に対しての学
校の組織的な対応によ
る取組の実施・充実

読書科の更なる充実

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

「学校における働き方
改革プラン」に基づく
取組の実施

教員の仕事量が多く、大変だと思い
ますががんばっていただきたい。体
調管理には十分気を付けていただき
たい。

児童が自ら進んで挨拶
できるようにする指導
の充実

街中であいさつしてくれる機会が多
かった。「あいさつ標語」では、子
どもたち視線の標語を楽しみにして
いる。あいさつへのハードルが低く
なることを願っている。

ふき農園での栽培活動

自分たちの手で収穫する喜びと、地
域の方への感謝の気持ちを育むこと
ができるふき農園の活動はとてもす
ばらしい活動だと思う。
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現

学校（園）ホームペー
ジの充実等

HPは「生」の情報をリアルタイムで
掲載することが望ましいので今後も
期待している。

学校関係者評価の充実
学校と保護者が同じ気持ちで取り組
めている証だと思う。

ユニバーサルデザイン
の視点を取り入れた個
に応じた指導の実施・
充実

子どもファーストの取組で良いと思
う。
より良い連携によって小さな問題も
見逃さず、共有しながら解決を目指
してほしい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応

の
充
実

いじめは、早期に気付くことで解決
できることが多いので今後も取り組
みを強化してほしい。

L-Gateの活用

小さなサインを見逃さない取組に
よってよい状況が続いていくことを
願っている。
手軽に利用できる手段は良いと思
う。

豊かな心の育成


